
サンプルごとの 飲みやすさ 得点
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Check-All-That-Apply（CATA）は、専門性の高くない一般消費者で
も簡単に評価できる官能評価手法として近年用いられている※。
本研究は、本県特産の日向夏果汁100％飲料の更なる品質向上のため、

CATAによって｢飲みやすさ｣と｢好ましさ｣の要因となる官能特性を把握
し、商品開発のための方向性を見出すことを目的とした。

研究目的

日向夏飲料の「飲みやすさ」と「好ましさ」の

要因となる官能特性の検討

評価者（ｎ＝53）により、４種類の日向夏果汁100％飲料を評価した。評価は①サンプルに該
当する用語（18語）の選択、②サンプルの｢飲みやすさ｣及び｢好ましさ｣の９段階評価、③あな
たの理想品に該当する用語（同18語）の選択を行ってもらった。

試験方法

研究成果と今後の検討

CATAにより商品コンセプトの方向性を設定できた。

酸味、刺激、えぐみ・苦味の低減◆ 飲みやすさの向上

◆ 好ましさの向上 えぐみ・苦味の低減

（今後の検討）

※参考文献：・Ares, G.ら, Food Quality and Preference 32: 65-76. 2014
・Morell, P. ら, Food Research International 78: 141-147. 2015
・吉本孝憲ら, 日本官能評価学会誌 24: 113-116. 2020

｢好ましさ｣の要因検討｢飲みやすさ｣の要因検討

◆ 飲みやすさの評価結果

◆ 飲みやすさの要因となる官能特性

◆ 好ましさの評価結果

◆ 好ましさの要因となる官能特性（理想とのズレを分析）
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日向夏らしさが好ましい

甘味が好ましい

酸味が好ましい

後味が良い すっきりしている

口当たりが良い

酸味が強い

後味の刺激が強い
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（ ◆：不可欠な用語 ◆：あってはならない用語 ）

グループ１

グループ３

サンプルのチェック無による 好ましさ 得点の低下

・酸味が強いと嫌い
・甘味も重要

・酸味はある程度ほしい
・えぐみ・苦味が強いと嫌い
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酸味が強い

後味の刺激が強い

えぐみ・苦味が強い

日向夏らしさが強い

えぐみ・苦味が弱い

甘味が好ましい

口当たりが良い

用語チェック有による 飲みやすさ 得点の変化
（ペナルティ分析）

※太字の用語は平均値の低下に有意差あり（p<0.05）

◆ えぐみ・苦味を低減する製造条件

◆ 成分→官能特性→｢おいしさ｣の評価
（グループ１と２をターゲット）

研究目的イメージ図
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評価者(ｎ＝53)の
好ましさ得点によるクラスター分析

３つのグループに分類 グループごとの 好ましさ 得点

好き

嫌い

（n = 20） （n = 9）（n = 24）

全般好き！

CATA
 おいしさ 

（飲みやすさ）
（好ましさ）

官能特性
（特性の有無）

食品の成分・物性

製造条件

商品コンセプト
（方向性）

要因把握


